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健康相談における対象理解の方法
一 生括と の 調和を重視した健康問題 - の対処 -
丸 谷 美 紀 (千葉県立衛生短期大学看護学科)
本研究 の 目 的は , 健康相談 にお い て, 生 活 と の 調和を重視 し た健康問題 へ の対処を促す た め に必要となる , 援助者 の 対象
理解 の 方法を明 らか にす る こ と で ある｡ こ の 目的を達成す るた め に, 保健 師が 地区活動 で把握 し, か つ 健康相談 に お い て対
象理解 に用い られ た
,
個別情報 と地域情報 の 内容と用い 方を明 らか にす る｡ 10年 以上 の 地区活動経験 を持 つ 保健師 の い る 4
市町で行 わ れ た 健康相談 へ の 参加観察及 び保健師 へ の 面接聴取を行 っ た｡ 39事例 の 健康相談場面の 援助過程 を ニ ー ズ抽 出の
過程 と対象理解の方法 の 明確化 の 過程 に分けて
,
保健師が 対象理解 に至 るま で の 査定 に用 い た 個別情報と地域情報 の内容と
それらの用 い 方を
,
各過程 の 保健師と対象者 の言動及び保健師 の 思考か ら抽出 し, 全事例 で集約 した ｡
そ の 結 果, 次の 個別情報 と地域情報 の 内容 と用い 方, 及び , 対象理解 の 方法 の特徴が 明らか に な っ た ｡
1
. 個別情報は ｢ 母の 出産 ･ 育児や 地 域 と の結 び つ きの 経過｣ 等の 内容で
,
そ れ ら か ら ｢ 本人の 生 活や 健康管理 の 経過｣ 等
の 特徴 が得 ら れ , 地域情報は ｢ 地域に多 い 育児 ･ 出産の 様子や 問題｣ 等の 内容 で, それ ら か ら ｢地域 の 発展の 経過を含め た
住民 の 生 活 や健康管理 の 傾向｣ 等の 特徴 が得ら れ た ｡
2
. 個別情報 と地域情報の 用 い 方 は
,
以下 の ようであ っ た ｡
1) ニ ー ズ抽 出の 過程で は
,
体験 の 表 出を促 し気持ちや状況を汲み取 る こ と. 生 活 の 現状把握 の 方法を本人の 気持ち ･ 考
えに あわ せ て 選定する こ と, 問題 と そ の 構 造 の 見当を つ けて 事実を確認す る こ と , 新 た な 問題の 発生を予測す る こ と ,
に用 い る ｡
2) 対処方法 の 明確化の 過程で は
,
生活 や気持ちに負担の 少ない 方法を判断す る こ と, 生活 上 の 利 点が 感 じ られ る ような
対処方法を提僕す る こ と
, 取り組 み の 促 しを本人の 気持ち ･ 考え に合 わせ て加減す る こ と, 自発 的な 健康管理方法 を支
持す る根拠を示す こ と
,
に用 い る｡
即ち, 健康相談に お い て
,
生活 と の調和を重視 した対処を促すた め に 必要 とな る対象理解 の 方法とは , 本人に 関係す る情
報を援助者 が駆使 しながら
,
本人の 今ある状態 に立脚 して 本人を取り巻く環境から本人が受けて い る 影響を査定 し
,
そ の 影
響を本人 が変化させ る 方法を負担
,
利 息 自発性 に着日し明確 に して い くも の と特徴づ ける こ と が で きる ｡
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I . 緒 言
近年, 慢性疾患の増加や在院日数の短縮化に伴 い , 多
様な看護の場で健康相談の 充実が求められ, 多くの研究
が なされ て い るが , 課題と して , 対象者にと っ て 日常生
活と調和が取れ , 実行 ･ 継続可能な対処方法を見出す必
要性が示され て い る 1)｡ そ の ためには , 対象者の 問題を
アセ ス メ ン トする の みでなく, 問題 へ の 対処方法が対象
者の生活で 実行可能か も含めて 対象理解する必要があ
る ｡ 自治体に所属する保健師は , 地域を受け持 つ と い う
活動体制で , 個 々 の住民に関する個別情報や , 地域に特
徴的な生活習慣や価値観な どの 地域情報を豊富に把握し
て おり, そ れ らを標準的な健康情報とともに活用して 問
題や問題 へ の 対処の 実行可能性を含めて対象理解し, 健
康相談を行 っ て い る 2)｡ そ の相談場面を詳細に調査する
こと で , こ の課題に関する示唆を得る ことが 出来ると考
えた ｡
Ⅱ . 目 的
本研究の目的は, 健康相談にお い て , 生活と の 調和を
重視 した健康問題 - の対処 を促すために必要と なる , 揺
助者の 対象理解の 方法を明らかにする こと である ｡
本研究で は こ の 目的を達成するために , 保健師が地区
活動で把接し, か つ 健康相談にお い て対象理解に用 い ら
れた , 個別情報と地域情報の 内容と用 い方を明らかにす
る｡
Ⅲ . 用語の定義
(健康相談) 対象者と援助者が , 対象者の 家庭外で , 主
と し て対話により, 対象者が自分の 生活を営む力 を椎
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持 ･ 改善する援助
(健康相談に お ける対象理解) 1回の 健康相談の 全過程
で行われる査定の 総体｡ 査定とは, 対象者に関する情報
を, 援助行為 に対する対象者の 反応 を含めて 収集
･ 分析
し, 対象者の 健康問題や 問題の構造, 対処方法が無理な
く生活に取り入れ られ, 継続 で きるかを判断するこ と｡
(個別情報) 対象者本人と家族の 生活や健康に関する固
有の 情報｡
(地域情報) 地域に特徴的な生活習慣や価値観, 地理的
状況な どの 環嵐 地域の 出来事な どに関する情報 ｡
Ⅳ . 研究方法
1 . 分析の枠組み (図1)
健康相談に関する成書に記述され て い る健康相談の過
程を整理 し3~5)(本研究で前提とする健康相談の 援助過
程) とする ｡ 即ち, 健康相談の援助過程は, 局面1 と局
面2から構成されるもの とする ｡ 局面1 はニ ー ズ抽出の
過程で , 対象者の気持ちや生活の 状態, 問題 の有無や問
題 へ の対処の 力量, 問題 の 構造を把握する｡ 局面2 は対
処方法の明確化の 過程で , 問題の 自覚, 対処方法の 実行
可能性を査定する ｡ 援助者は各局面で , 個別情報や地域
情報を用 い て 査定を積み重ねて 対象理解 して い く｡ こ の
査定の総体を各局面の 対象理解とする ｡
図1 本研究で前提とする健康相談の 援助過程
2. 調査対象 :10年以上の 地区活動経験を持 つ 保健師の
い る4市町 (農漁村･ 都市型) で行われ た, 一 般健康相
読, 基本検診事後指導, 乳幼児健康診査事後指導等の健
康相談場面とする ｡
3 . デ ー タ収集方法 :①健康相談場面を参加観察し保健
師と対象者の言動を調査 した ｡ ②参加観察修了後, 保健
師に健康相談場面で の 思考内容を面接聴取した｡
4. 調査期間 :平成15年12月 - 平成17年1月
5 . 分析方法
1) 個別分析
①各事例の 健康相談場面の 参加観察と保健師 - の 面接
聴取から ｢ 保健師と対象者の 言動｣ と ｢保健師の 思考内
容｣ から構成され る記録を作成する｡ ②記録を経時的に
読み ｢ 保健師と対象者の 言動｣ と ｢保健師の思考内容｣
から ｢ 個別情報と地域情報を活用した援助行為と , そ の
援助行為に対する対象者の 反応｣ が読み取れる時点で 区
切り, 分析単位とする ｡ ③分析単位 ごと に ｢ど の ような
個別情報と地域情報をt どの ように活用して , 対象者の
何を査定 したか｣ をデ ー タ の 内容を損ね な い ように意味
内容を要約 して記述し ｢査定の ラ ベ ル｣ とする ｡ ④査定
の ラ ベ ルを, 健康相談の 2 つ の 局面にわけ, 保健師が ど
の ように査定を積み重ねて い くかを検討するため に, 査
定 の ラ ベ ル で扱 っ て い る内容が類似して い るもの を近く
に配置したり, 査定 の ラ ベ ル を積み重ねる過程を矢印で
示すこ とな どを行 い , 配置図を作成する ｡
2) 全体分析
個別分析 で得 られ た各事例 の査定の ラ ベ ル の 配置図
を, 援助課題ごと , 局面ごと に統合する ｡ つ まり①各事
例の 査定の ラ ベ ル を ｢ 個別情報と地域情報をどの ように
判断に用 い たか｣ と い う点で 同質の もの を集め, 集めた
ラ ベ ル の群を, 図1 の (本研究で前提とする健康相談の
援助過程) で該当する位置に配置する｡ ②次 い で , 集め
た査定の ラ ベ ル の 内容を集約して 簡潔に記述し, カ テ ゴ
リ ー とする｡
6 . デ ー タの信頼性 ･ 妥当性の確保
･ 健康相談の記録と , 個別情報 ･ 地域情報の 内容を調査
対象と した保健師 へ 確認した｡
･ 保健師の援助過程に精通 し, 質的研究方法に経験の あ
る5名の研究者に査定の ラ ベ ル を提示 し, 内容 の 妥当
性を確認した ｡
7 . 倫理的配慮 : 調査対象とする保健師と対象者に ,
研究参加の 任意性と守秘義務を約束 した ｡
Ⅴ . 結 果
1 . 分析対象事例
分析対象事例は , ①個別情報 ･ 地域情報を用 い て査定
を積み重ねる様相が読み取れ , ②健康相談場面で見出し
た対処方法が生活の 場で実行継続で きた ことが健康相談
後の家庭訪問等で確認できた , 39事例を選定 した｡ 内訳
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は, 女性33名 ･ 男性Ⅵ名, 20- 70歳代 ( 平均52歳), 平
均相談時間28分で ある｡ 調査対象と した保健師と分析対
象事例数, 保健師の所属する自治体の特性を表1 に示
す｡
表1 調査対象と した保健師の属性と分析対象事例数
保健師名 a b C d e
事 例 数 2 12 3 10 12
活動年数 19 ll 13 20 25
自治体 の
総人口(人)
8000 8000 10000 560000
地域特性 農漁村部 農 村 部 農漁村部 都 市 部
各事例の相談内容を援助課題の 観点から整理すると ,
A . 生活習慣病の 改善 ･ 悪化防止に向けた自己管理の支
揺, B. 症状 の 出現や悪化予防に向けた自己管理の 支援,
C. 介護者の健康維持 ･ 介護予防の 支援 , D. 家族の 力
量に応 じた育児支援 , E. 発達や健康面に援助を要する
育児支援, の 5 つ に整理され た｡
次項 で , 援助課題ごと局面ご とに得られた ①査定の
カテ ゴリ ー と配置図 (参個別情報 ･ 地域情報の 内容と用
い 方を, 援助課題D の結果 を用 い て 説明する｡
2 . 援助課題 ｢D. 家族の力量に応じた育児支援｣
援助課題 D には15事例が含まれ , 各事例の対象者は ,
地域 へ 転入 した母 , 多世代同居世帯や核家族な どの 状況
で 育児をして い る母 で , 家族の 育児 へ の気持ちや力量と
折り合 い を つ けながら育児が できる対処方法を見出して
い た ｡
1) ニ ー ズ 抽出 の過程
①査定の カ テ ゴ リ ー と配置図
援助課題各 局面ごとに行 っ た全体分析の 結果, 表2
に示す6 つ の カ テ ゴリ ー と, 図2 に示す配置図が得られ
た｡ ([]個別情報, 【】 は地域情報を表す)
カテ ゴ リ ー 1 ･ 3 ･ 4 ･ 5 ･ 6 は, 個別情報 ･ 地域情
報の 用 い方と査定内容が (本研究で前提とする健康相談
の 援助過程) の ニ ー ズ 抽出 の過程 ( 図1) に, 同様の 査
定の 積み重ね方が確認できた｡ カ テ ゴ リ ー 2 は(本研究
で 前提とする健康相談の 援助過程) の ニ ー ズ抽出の 過程
と査定の 積み重ね方が異な っ て い た ため, 事例 の援助過
程の 文脈に戻り, 対象者の 気持ちに合わせ て情報把握の
方法を変えて , 育児や気持ちに関する査定を追加 ･ 修正
して い る こ とか ら, 文脈に沿 っ て 配置した ｡
カ テ ゴ リ ー 1 と2 の具体的内容を事例Aを用 い て説明
する ｡ 事例 A は1才6 ケ月児健診に来所した母で , 町外
から嫁ぎ, 同居する父方祖父母との 育児方針の 差に悩ん
だり, 自分の 育児に自信を持て か ､旗況にあ っ た｡
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表2 局面1 : ニ ー ズ 抽出の過程の カテ ゴリ ー
(注 :[ ]個別情報, 【】 は地域情報を表す)
カ テ ゴ リ ー 1 :[家族の歴史や育児 の 経過] 【地域 に多い 育児
の 様子 や世代間 の 関係】 など が, 生 活や 育児 に影響 して い
る と 考え. 保 健師 の考えを伝える ･ 気 持ちを汲み取る事を
通 して情報把握 し, 育児状況や母 や家族の気持ちの 状態を
査定す る｡
カ テ ゴ リ ー 2 :[母 の 育児 - の 姿勢】【健診場面で多い 母の 反
応】 にあわ せ て , 娩曲 に表現す る ･ 話題 を変える こ と で 情
報把握 し, 育児 状況の 査定を追加 . 修正 す る｡
カ テ ゴリ ー 3 :[母 の 育児の経過] 【地域 に多い 育児や出産の
様子 や問題】 をも と に, 問題 の 見 当を つ けて
, 有無 を査定
す る｡
カ テ ゴ リ ー 4 :[母 の育児 や地域と の 結 び つ きの 経過] 【保育
園や病院で の 健康管理状況】 と, 育児 や健康管理を考え合
わせ て, 現在 の 生活環境で の 本人 ･ 家族 の 力量 や 資源 の 有
用性 を査定す る ｡
カ テ ゴ リ ー 5 :[本人の地域 と の 結び つ き] 【育児 に関す る世
代間 の 関係や地縁関係の 様子】 が , 今後 の 出産や育児 に影
響す る ことを予測し, 新 た な問題が発生す る可能性を査定
す る｡
カ テ ゴ リ ー 6 :[母の 出産や育児 の 経過] 【医療の 発展の 経過
を含 め た 医療資源 の 出産 ･ 育 児 に 関す る方針】 をも と に,
妊娠 ･ 出産 ･ 育児 に 関す る問題の 要因の見当を つ けて確認
し, 査定す る｡
図2 援助課題D 局面1の カ テ ゴ リ ー と配置図
カテ ゴリ ー 1 に整理された ラ ベ ル は ｢本児が舌足らず
な話し方を して い る こ とに対 し, 保健師は, 【母 は こ れ
まで育児に関 して保健師に多くの心配事を相談してき
た】と い う家族の育児の経過と 【こ の地域は少子化 ･ 過
疎化が進んで い るため か祖父母 は孫 が問題 なく成長する
こと をかなり強く願 っ て い る】 と い う地域に多 い 育児の
様子を把握して い た｡ そ こ で, 本児の 話し方を , 母自身
が強く不安に感じたり, 祖父母に指摘され て母が悩ん で
い る気持ちを汲み取り, 母 の気持ちを査定する｣ と いう
もの だ っ た ｡ カ テ ゴ リ ー 2 に整理され たラ ベ ル は , ｢本
児が舌足らずに話すこ とを, 母自身が強く不安に感じた
り , 祖父母に指摘されて母が悩んで い る気持ちを汲み取
るが, 保健師は 【健診場面で直接心配事を尋ねると母の
不安を募らせ て しまう場合 もあ る】 という, 健診場面で
多 い母の反応を把握して い た ｡ そ こ で, 母 の気持ちに合
わ せ て, 本児は個性的な話 し方をすると椀曲に表現する
と, 母 は祖父母に本児の発音が気になると言われて悩ん
で い ると打ち明ける｣ と い う, 先 の ラ ベ ル で査定した母
の気持ちに合わせ て情報把握し, 育児状況の査定を追加
したもの だ っ た ｡
続く場面で , し つ けや卒乳 に関す る問題を査定 し,
ニ ー ズ と して ｢ 本児の 発音, 卒乳, しつ けに つ い て , 母
の 育児が適切である こと の 自覚を促 し, 母が本児に合わ
せた育児がで きるため に祖父母と の 関係 を調整する方法
を共に考える｣ が抽出され た｡
②個別情報 ･ 地域情報の 内容と用 い 方
個別情報と地域情報の 内容と用 い 方は , カ テ ゴ リ ー の
配置図全体か ら次の ようにまとめる ことが で きた ｡
i. (本研究で前提とする健康相談の 援助過程) の ニ ー
ズ 抽出の 過程 ( 囲1) に即 して 配置された カテ ゴ リ ー
か らは , 出産や育児に関する本人や家族の 気持ちや生
活に つ い て表出を促 したり気持ちを汲み取るこ と (カ
テ ゴ リ ー 1), 問題とそ の 問題の 構造の 見当を つ けて
確認する こ と (カ テ ゴリ ー 3 ･ 4 ･ 6), 新 た な問題
を予測する こと (カテ ゴリ ー 5) に用 い て い た ｡
ii. 上記以外に配置されたカ テ ゴ リ ー 2 で は, 母の 気持
ちに合わせ て 情報把握の 方法を選択する こと に用 い て
い た ｡
2) 対処方法の明確化
①査定の カテ ゴ リ ー と配置図
全体分析 の結果, 表3 に示す9 つ の カテ ゴリ ー と, 図
3 に示す配置図が得られた ｡
カ テ ゴ リ ー 1 - Ⅵ は , 個別情報 ･ 地域情報の用 い 方と
査定内容が (本研究で前提とする健康相談の 援助過程)
の対処方法の 明確化の 過程 (図1) に該当したため , そ
れに合わせ て配置した ｡ カ テ ゴ リ ー 7 は, 強化 した対処
方法の 実行可能性を査定して い るため, カ テ ゴ リ ー 1 -
6 の まとまりの 下に配置した｡
カ テ ゴ リ ー 8 は(本研究で前提とする健康相談の 援助
過程) の対処方法の 明確化の過程とは異なる内容だ っ た
ため , 事例 の 援助過程の 文脈に戻り, カ テ ゴ リ ー 1 - 6
で査定した対処方法の実行可能性に対 して , 母や家族の
力量や気持ちに合わせ て , 援助を加減 して い た こ とか
ら, 文脈に沿 っ て 配 置した ｡
表3 局面2 : 対処方法の 明確化の 過程の カ テ ゴ リ ー
(荏:[ ]個別情報, 【】 は地域情報を表す)
カ テ ゴ リ ー 1 :[母 の妊娠 や育児 の 経過]【地域 の 発展 の 経過
を含め た 育児 の 様子 や問題, 世代間 の 関係】 な どをもと に .
他 世代 の 考えを伝え たり母 の 育児を認 め る こ と を通 じて ,
妊娠 ･ 出産 ･ 育児 に 関す る問題 の 自覚を促 し, 主体 的に 対
処でき るか 査定す る
カテ ゴリ ー 2 : 児問題 の 要因 ともな っ て い る[本児 の 家庭 の
交流状況] 【地域 の 育児 ･ 地縁 関係 ･ 世代 間 の 関係 の 様子】
な どをも と に, 問題 に対処す る こ と は 時間や精神的負担 が
か か る こ と を推測 し, 実行可能か査定す る
カ テ ゴ リ ー 3 : 育児 や 出産 に関す る問題 の 要因 とも な っ て い
る【母 の 育児の経過 や就労状況]【地域 に多い 育児や世代間
の 関係】 な どをもと に, 負担 が 少な い 対処方法を検討 し,
実行可能か査定す る
カ テ ゴリ ー 4 :[本児の家族関係 や生活の 経過]【地域 の 育児
の 様子】 を, 生 活上 の 利点 と して活用 した 育児問題 の 対処
方法を提案 し, 実行可能か査定す る
カ テ ゴ リ ー 5 :[児の 日 中の 過 ご し方]【保育資源で の 保育の
様子 と利用状況】 をも と に , 健康 管理や育児支援 に関して
負担 が少なく有用 な資源 の 活用方法を提案 し, 受 け入 れ 可
能 か査定する
カ テ ゴ リ ー 6 :[これま で の 家族関係]【地域 に多い 妊娠 や育
児 に関す る問題 ･ 母子 の 交 流の 状況】 が , 今後 の 出産や 育
児 に問題をもた らす こ と を予測 し, 現在 の 生 活 の 継続 を促
したり, 将来を予測 した方法を提案 し, 実行可能 か査定す
る
カ テ ゴリ ー 7 :[本児 の 資源利用状況]【育児支援 に関す る資
源の 内容】 を活用 した 方法で育児問題 - の 対 処方法の実現
を強化 し, そ の 方法 が 実行可能か査定す る
カテ ゴリ ー 8 :[母 の 育児 の 経過]【地域 の 育児や交流 の 傾向】
をも と に, 母 や 家族の 力量や気持ち に合 わ せ て , 育児 問題
へ の 取り組 み の 促 しを加減 し, 実行可能 か査定する
カ テ ゴ リ ー 9 :[家族 の 歴史を含 め た 家族 の 育児 や生活 の 経
過] 【地域 の育児 の 傾向】 を根拠 に , 母 や 家族 の 育児 に関
す る力量を支持し, 意識的 に継続 できるか査定す る
図3 援助課題D 局面2の カテ ゴリ ー と配置図
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カ テ ゴ リ ー 9 は, 対処方法の 明確化の過程全体を支持
するように関わ っ て い た ため , そ の ように配置した ｡
カ テ ゴ リ ー 2 ･ 8 ･ 9 の 具体的な内容を, 前述した事
例Aを用 い て説明する ｡ カ テ ゴ リ ー 2 に整理されたラ ベ
ル は, ｢祖父母が本児を甘やか しても, し つ けの上で問
題が ある場合に は母が強く止 めるように勧めるが, 母は
祖父母に強く いえな い と い う｡ そ の こ と に対 し, 保健師
は 【町外か ら転入した母は近所づきあい や育児を祖父母
に頼 っ て い る場合が多 い】 と い う地域の地縁関係や世代
間の関係 と【掛こ本児の家庭は自営業で町内の付き合 い
が多い】と い う本児の家庭の交流状況を把握して い た こ
と か ら, 母 が祖父母に自分の考えを言うこ と は難し い 様
子を察した｣ と いう , 対処に負担がかかる こと を推測し
たもの で あ っ た ｡
カ テ ゴ リ ー 8 に整理され たラ ベ ル は ｢母が本児の しっ
け に関して祖父母に自分の考えを い い に く い こ と に つ い
て, 保健師は 【この地域は過疎化 ･ 少子化が進んで い る
ため祖父母は孫が順調に 成長するこ とを非常に 強く願 っ
て い る】 と い う地域の育児の傾向を把握して い たの で,
祖父母の気持ちに 訴えるように児の危険な行動を根気強
く制止するこ と か ら母の 育児方針を主張 して いく ように
勧めると, 母はあ きらめずに続けると話す｣ と い う, 祖
父母と の 関係に合わせ て 取り組みの促 しを加減したもの
であ っ た ｡ カ テ ゴ リ ー 9 に整理 されたラ ベ ル は ｢祖父母
が本児を甘やか すことに つ い て, 保健師は 【こ の 地域は
過疎化 ･ 少子化が進ん で い るため祖父母は非常に孫を甘
や か す傾向があるが愛情表現の 一 つ でもある】 と い う地
域の育児の傾向を把握して い た こ とから, 祖父母と孫の
関係が良好なこ とを支持する｣ と い う, 根拠を示 して 家
族関係を支持 したもの で あ っ た ｡
続くラ ベ ル で, 卒乳に関して も検討し, 対処方法と し
て ｢本児の話 し方や し つ けに関して , 祖父母 の本児 - の
気持ちに働きかけて い く ことと , 卒乳に つ い て は, 栄養
指導を活用しなが ら母と児の 気持ちに合わせ て 進める｣
こ とが見出され た｡ そ して 1 カ 月半後に援助の 評価を
行 っ た時には, 母 は健康相談場面で見出した対処方法が
実行でき, 祖父母と母の役割は違う ことを理解し, 近隣
と の付き合 い も拡大され て い た ｡
(丑イ国別情報 ･ 地域情報の 内容と用 い 方
個別情報 ･ 地域情報の 内容と用 い 方は , カ テ ゴ リ ー の
配置図全体か ら次の ようにまとめる ことができた ｡
i. (本研究で前提とする健康相談の 援助過程) の対処
方法の 明確化の 過程 ( 図1) に即 して 配置されたカテ
ゴリ ー で は , 出産や育児に関する生活状況に負担が少
な い対処方法 (カテ ゴリ ー 1 ･ 2 ･ 3) や , 生活上 の
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利点とし て活用 した対処方法を判断するこ と (カ テ ゴ
リ ー 4 ･ 5 ･ 6 ･ 7) に用 い て い た｡
ii
.
上記以外に配置されたカテ ゴ リ ー で は, 母や家族の
力量や気持ちに合わせ て 取り組みの 促しを加減するこ
と (カテ ゴリ ー 8) と , 母や家族の 育児に関する自発
的な工 夫や協力を支持する根拠 を示すこ と (カ テ ゴ
リ ー 9) に用 い て い た ｡
Ⅵ . 考 察
1 . 健康相談において生活との調和を重視した対処に必
要となる対象理解の方法
1) 個別情報と地域情報の 内容と用 い方か らみ た対象理
解の方法の特徴
各援助課題 ごと に得られた個別情報と地域情報の 内容
と用 い 方 の結果を集約すると, 個別情報は[本人の 生活
や健康管理の 経過][本人の物事 へ の 取り組み方や反応の
傾向][家族の歴史を含めた生活や健康管理]の 3 つ の 特
徴がみ られ , 地域情報は 【地域の 発展の 経過を含めた住
民の 生活や健康管理の 傾向】【地域の 発展の経過を含めた
資源の 実状】【地域の発展の 経過を踏まえた住民の物事 へ
の取り組み方や反応の傾向】 の 3 つ の特徴がみられた ｡
個別情報と地域情報の 用 い 方は, 各援助課題の 結果を
集約した結果, 次の 特徴が見出され た (図4)｡
(局 面 1 に お け る 対 象 理 解)
(局 面 2 にお け る対 象 理 解)
図4 個別情報と地域情報の内容と用 い方の特徴を通した,
健康相談における対象理解の方法の特徴
ニ ー ズ 抽出の 過程で は, (1. 体験 の 表出を促 し気持
ちや状況 を汲み取る こ と) (2 . 生活 の現状把握の 方法
を本人の気持ち ･ 考えにあわせ て 選定する こ と)(3.
問題 とそ の 構造の 見当を つ け て 事実を確認す る こ と)
(4 . 新 たな問題の発生を予測するこ と) に用 い る｡ 例
えば, 結果 で示 した援助課題 ｢D. 家族 の 力量に応 じた
育児支援｣ の ニ ー ズ抽出の 過程の カ テ ゴリ ー 1 は特徴1,
カ テ ゴ リ ー 2 は特徴2 , カ テ ゴ リ ー 3 ･ 4 ･ 6 は特徴
3, カ テ ゴ リ ー 5 は特徴 4 に含まれ る｡
対処方法の 明確化の 過程で は , (5 . 生 活や気持ちに
負担の 少な い 方法を判断する こと) (6. 生活上 の 利点
が 感じられるような対処方法を提供するこ と)(7 . 取
り組み の 促しを本人の 気持ち ･ 考えに合わせ て 加減する
こ と) (8. 自発的な健康管理方法 を支持する根拠を示
すこと) に用 い る ｡ 例えば, 結果 で示 した援助課題 ｢D.
家族の 力量に応じた育児支援｣ の対処方法の 明確化の過
程の カ テ ゴ リ ー 1 - 7 は特徴5と6 , カ テ ゴ リ ー 8 は特
徴 7, カ テ ゴ リ ー 9 は特徴8 に含まれ る｡
こ の特徴は, 成書に記述され て い る健康相談の全過程
にお い て
6 ト 8)
, 家庭や地域生活で 生 じる問題を, 本人
の 気持ちとともに将来も含めて 捉え, そ の 間題を家庭や
地域生活に負担なく対処できる方法を見 い だす要所が加
わ っ た こ とを示す｡ さ らに, 既存 の 健康相談の 過程に ,
本人の 気持ち ･ 考えに合わせ て 健康相談の 過程を進め ,
自発性を支持する ことが加わりt より家庭や地域生活に
合改して 問題を捉え, 対処 で きる過程と な っ た｡
ま た. 保健師の健康相談場面における援助に関する質
的研究は少な い が , そ の 中で も都筑らは, 保健師は乳幼
児健診で対象者の 生活を引き出す際に, 地域 で よく見ら
れ る育児状況を提示 して い る こ とを明らか に した
9)
｡ 本
研究は , 多様な健康課題に対する多様な情報の 内容と用
い 方の 特徴を明らか にした点と, 実行可能な対処方法を
見出す方法をも含め て い る点 で , 都筑ら の 知見を拡大 し
て い る｡
2) 健康相談にお ける生活との 調和を重視した対処に必
要となる対象理解
本研究の相談内容には , 本人が ｢問題で ある ことは分
からて い て も今の 生活環境で は対処が難 し い｣ もの が多
く, 家庭や地域生活で の 健康問題は, 本人を取り巻く生
活環境から受ける影響に対して , 本人が働きかける こと
が困難なため に生 じるとも い える｡ 保健師は , 前項 で示
したように, 本人 に関する情報を駆使する ことで , 本人
の今ある状態に立脚 して取り巻く生活環境か ら受ける影
響を査定して い たと い える｡
そ の ように査定 した問題に対 し, 負担が少なく生活上
の 利点と して 感じる ことで自発的に生活環境に働きかけ
る ことが で きる方法を, 本人 の今ある状態と調整 しなが
ら見出して い た ｡ そ して 健康相談後に行 っ た事後調査で
は健康相談場面で見出した対処方法に加えて , さ らに自
発的に健康が保持 ･ 増進できる方法を考えて 実行 して い
た｡ つ まり, 単 に本人に負担が少な い 対処方法を見出し
た の で はなく, 本人 の今ある状態に立脚 して 本人を取り
巻く環境か ら本人が受けて い る影響を本人が変化させ る
方法 を負担, 利点, 自発性 に着目 して実行可能性を査定
した対処と い える｡
元来, 調和 とは静止 した安定状態を示すもの で は な
い
6)
し, 生活とは家族を含め た環境と本人との 動的な
平衡状態にあると い える｡ そ の平衡状態を改善する必要
がある場合に, 生活環境か ら の影響を本人が変化させ る
方法が , 本 人や家族 に負担が少なく利点が感じられるも
の であれば , より早く生活に取り入れ られ , さ らには本
人や家族が自発的に対処を拡大 して い ける こ とがわか っ
た｡
即ち, 健康相談にお い て 生活と の 調和を重視 した対処
とは, 本人に関係する情報 を援助者が駆使しながら , 本
人 の今ある状態に立脚 して 本人を取り巻く環境から受け
る影響を査定し, そ の影響 を本人が変化させ る こと の で
きる方法を本人 にと っ て の 負担, 利点, 自発性に着目 し
明確に して い くもの と特徴 づける こ とが で きる ｡
3) 研究成果の適用可能性と今後の課題
個別情報と地域情報の 内容と用 い方は4 つ の 調査地域
で共通して おり, 本研究の 成果は , 保健師が行う健康相
談にお い て他地域 でも適用可能と考える ｡ 今後は , さ ら
に多様な地域特性を持 つ 地域で調査を行 っ たり , 本研究
の結果を用 い て 健康相談を行 っ た成果を調査 し, 知見を
検証する必要がある｡
(本研究は千葉大学大学院看護学研究か における博士学
位論文の 一 部 で ある)
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'
Liv es-
MikiM a ruta ni
Chiba Conege of Heal th Scie n c e
K E Y W O R D S:
he althc o u n s eling)patie nt u nde rsta nding,infor m atio n relatedtoindividuals a ndthe c o m m u nity
Pu rpo s e:To clarifyho wpublichealthn u rs es(P H Ns) u nde rsta ndc o m m u nityre side nts re c ei vinghealthc o u n selingin
o rde rto s olv ebe altbproble m sin the c o ntextorthe reside nts
'
1iv es･
M ethods:1) Subje cts:39ca s es who re c eiv ed he ath co u n selingfr o m5 P H Ns with m o retha n10ye arsofexperie n c e
in 4 ru rala ndu rba n a re as･ 2) Data c olle ctio n :participa nt obs e Ⅳ atio n a ndinte Ⅳiews withP H Ns. 3) Res e ar ch
qu e stio n :ho w do P H Ns u seinfor m atio n relatedtoindividuals a nd the c o m m u nityin the pro c ess ofas se ssinga nd
m e etlngre Side nts
'
n e eds?
Re s ults:1)In the pr o c es s ofa ss e ssing c o m m u nity r eside nts
'
ne eds, P HNs u s edtheinfo r m atio nin the fo llo wing
w ays:to e n co u rage the reside nts to spe ak abo ut theirliv es,to gain infor m atio n without offendingthe r eside nts, c)
I
to deter min ethe r eside nts proble m s a nd related facto rs a ndto s uppo rt the m, a nd d)to predictthe de v elopm e nt of
othe rproble m s･
2)Thefollowing 4 m ethods fo r m e etingthe re side nts
'
n eeds w er eide ntified: a) considering thele astbu rden s o m e
m ethod
,
b) offe rings olutio n sthatbe n e丘t reside nts
'
liv es
,
c) adju stingthe re spons e a c c o rdingly, and d)pro viding
health-pro m oti ngbehavio r.
Co n clu sio n :By u singinfo r m atio n r elatedto individu als a nd the c o m m u nity, P H Ns a ss e ss c o m m u nity r eside nts
'
I
n e edsfro mthe reside nts pe rspe ctiv e a nd dev elop m ethods that arebe ne丘cialbut n otbu rden so m e･ As a re sult,the
co m m u nityr eside nts spo nta n e o u slybega nto fo1lo whealthylifesty1es.
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